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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月28日(2014.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信経路を介して伝送された少なくとも第１の映像と第２の映像を合成して表示
する映像表示システムにおける分配装置であって、
　前記複数の通信経路の伝送レートの和に基づいて前記第１の映像と前記第２の映像の品
質を決定する決定手段と、
　前記複数の通信経路それぞれの伝送レートと前記決定手段により決定された品質とに応
じて、前記複数の通信経路に前記第１の映像と前記第２の映像を分配する分配手段と、
　を有することを特徴とする分配装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記第１の映像と前記第２の映像の品質が均質になるように、各映像
の品質を決定することを特徴とする請求項１に記載の分配装置。
【請求項３】
　前記各通信経路を介して伝送される映像のそれぞれに、宛先となる映像出力装置を示す
情報が含まれることを特徴とする請求項１又は２に記載の分配装置。
【請求項４】
　前記複数の通信経路の第１の通信経路の伝送レートが第２の通信経路の伝送レートより
も大きな場合、前記分配手段は、前記第１の映像と、前記第２の映像の一部とを前記第１
の通信経路に分配することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の分
配装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記複数の通信経路の中で伝送レートが最小の通信経路に基づいて、
各映像の品質を決定することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の
分配装置。
【請求項６】
　前記複数の通信経路を介して受信した映像を合成して表示する表示手段を更に有するこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れか１項に記載の分配装置。
【請求項７】
　前記第１の映像と前記第２の映像の品質は、解像度であることを特徴とする請求項１乃
至請求項６のいずれか１項に記載の分配装置。
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【請求項８】
　複数の通信経路を介して伝送された少なくとも第１の映像と第２の画像を合成して表示
する映像表示システムにおける分配装置の映像分配方法であって、
　決定手段が、前記複数の通信経路の伝送レートの和に基づいて前記第１の映像と前記第
２の画像の品質を決定する工程と、
　分配手段が、前記複数の通信経路それぞれの伝送レートと前記決定された品質とに応じ
て、前記複数の通信経路に前記第１の映像と前記第２の映像を分配する工程と、
　を有することを特徴とする分配装置の映像分配方法。
【請求項９】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の分配装置と、映像出力装置とを有する映像表示シ
ステム。
【請求項１０】
　コンピュータを請求項１乃至７の何れか１項に記載の分配装置として機能させるための
プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、複数の通信経路を介して伝送された少なくとも第１の映像と第２の画像を合
成して表示する映像表示システムにおける分配装置であって、前記複数の通信経路の伝送
レートの和に基づいて前記第１の映像と前記第２の映像の品質を決定する決定手段と、前
記複数の通信経路それぞれの伝送レートと前記決定手段により決定された品質とに応じて
、前記複数の通信経路に前記第１の映像と前記第２の映像を分配する分配手段と、を有す
ることを特徴とする。
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